
セ
神
妙
法
寺
に
移
。
、
又
加
賀町
附
住
寺

・
越
中
光
m眼
寺
一

ブ
ツ
ガ
ン
ジ

併
願
寺

江
泊
泌
四
十
九
院
に
あ

一
が
あ
る
。
凶
併
は
越
，創
出
川
御
預
領
と
加
質
問
問
と
の
境
一
寺
村
と
な
っ
て
ゐ
る
。
能
楽
名
制
志
に
、
『
例
大
寺

に
斡
じ
、
文
化
十
三
年
入
且
二
十
三
日
大
莱
寺
を
盛
一
っ
て
、
民
宗
東
振
に
屈
す
る

。

一

一

鮮

の

穏

だ

か

ら

、
常
時
河
原
山
の
先
の
例
附
野
の
部
一
村
は
古
名
を
雨
坪
野
村
と
い
ふ
。
皆
川
帥
大
寺
と
い
ふ

し、

文
政
三
年
十

一
月
九
日
五
十
八
訟
で
方
丈
に
寂一

プ
ツ
ガ
ン
ジ

偽
願
寺

河
北
榔
辺
底
に
在
っ
て
、
一
訴
は
、
未
だ
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
と
思
は

一
寺
あ
り
。
放
に
料
名
と
す
。
的
大
寺
は
大
元
和
前
の

し
た
。

天
飽
常
に
組
手
を
芯
い
て
人
に
奥
へ
た
が
、

一
氏
宗
東
振
に
凪
す
る
。
も
と
間
前
狩
出
野
の
道
場
で

一
れ
る
。

一
関
避
の
よ
L
m
m
言
す
。
』
と
見
え
、
冊以
永
杷
に
『
仰
大

そ
の
市
町
体
は
線
を
結
ば
ず
、
結
ぶ
時
は
働
き
得
ぬ
と
一
あ
っ
た
が
、
明
治
二
年
寺
観
公
鮮
の
許
可
を
判官
、
一二

プ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ
備
正
寺

能
安
部
中
〈
部
浜
名
二

寺
村
に
遊
水
山
の
税
脅
堂
と
て
、
務
滋
大
師
の
自
作

し
た
の
で
あ
る
。
大
平
の
時
大
衆
寺
に
祈
雨
を
行
ふ一

十
九
年
六
且
今
の
地
に
移
っ
た
。

一
の
山
地
で
、
準
以
寺
と
界
す
る
所
を
仰
正
寺
山
と
い

一
十

一
関
税
脅
の
木
像
あ
り
。

犬
元
利
向
間
延
の
由
畳
間

も
、
亦
こ
の
天
能
に
始
る
と
い
ふ
0

・

一

プ
ツ
キ
ガ
テ

限
忌
翠

湯
浅
部
刷
版
は
博
思
宏
才

一
ひ
、
仰
正
寺
と
い
ふ
伽
慌
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。
今
土

一
一博
ふ
0
』
と
も
あ
り
、
大
元
も
亦
大
源
の
棋
で
あ
る
o

プ
ツ
カ
ガ
タ

物
債
方

天
保
八
年
十
二
且
十
二
一
で
あ
っ
た
が
、
訟
に
阪
忌
の
郁
に
詳
し
か
っ
た
o
故

一
断
の
治
批
そ
見
る
。

一
一
一
一
州
奇
絞
に
、『
山
田
陀
務
の
郎
副
題
悶
側
代
寺
と
い
」
霞

日
の
令
に
よ
っ
て
加
賀
務
に
泣
い
た
役
所
。

去
年
非

一
に
門
人
間
帯
相
集
っ
て
、
服
忌
一
斑
か
ら
、
罰
則
々
鈴
純

一

プ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ

備
照
寺

以
荒
川
柑
興
徳
寺
門
部

一
山
あ
り
o
此
近
地
に
て
の
挺
間
関
の
地
に
し
て
、
女
人

陥
の
凶
作
に
よ
っ
て
、
荷
物
似
の
高
低

一
殺
で
な
く
一
し
た
る
鋭
族
関
係
の
こ
と
脅
論
僻
し
て
限
忠
出
と
稗

一
都
名
〉

に
在
っ
て
、
認
宗
取
扱
に
臨

す

る

。

一

上
山
す
る
こ
と
を
紫
ず
0
』
と
あ
る
例
代
寺
も
亦
拠
た

な
っ
た
か
ら
、
そ
の
制
簡
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
し
た
o

一

プ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ

備
性
寺

河
北
郡
山
十
円捕
に
在
っ

一
る
こ
と
は
同
じ
い。

十
三
年
四
且
叶
七
同
様
止
、御
勝
手
方
に
併
合
し
た
こ

プ
ツ
キ
セ
ン
サ
ヲ

股
忌
穿
隆

一
加
。

加
賀
滞

一
て
、
民
宗
取
扱
に
臨
す
ろ
o
も
と
開
制
余
地
に
居
た

一

プ
ツ
h
F
イ
セ
キ
悦
体
右

珠
洲
郡
北
方
領
の
前

フ
ツ
カ
ヨ
Z

二
日
日間

関柑
政
時
代
に
、
金
抑
で
一

に
於
け
る
股
思
に
腕
す
る
布
迷
、
お
府
の
例
等
を
抱

一
が
、
明
治
十
二
年
三
月
寺
蹴
公
総
の
的
可
脅
得
、
大

一
山
、
及
び
出
閉
鎖
な
L
山
か
ら
箆
す
る
小
石
で
、

一

は
町
民
の
守
る
べ
き
法
度
の
徹
底
を
期
す
る
お
、
各
一
し
、
天
和
三
年
よ
り
延
享
四
年
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

一
正
抗
日
2TA今
の
地
に
移
っ
た
。

一
に
仰
石
と
も
い
ふ
o
三
日
月
日
記
に
、『
上
戸
村
に
む

締
法
令
中
か
ら
按
諒
せ
ら
れ
た
御
僚
額
出
が

作
ら
一

ブ
ツ
キ
エ
ツ
ス
ウ
ル
イ
ヒ
ョ
ウ

服
忌
回
数
類
表

一

プ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ

備
性
寺

邸
主
制
石
到
に
在
つ
-
〈
O

仰
山
と
い
ふ
あ
り
o
そ
こ
に
あ
り
と
あ
る
布
ど

れ
、
保
且
二
日
十
人
組
を
い
く
つ
か
併
せ
た
純
金
時
一

一
帖
o
銘
永
二
年
潟
水
引
細
川
ザ
若
o
五
十
円
十
三

d
の一

て
、
塁
市
東
振
に
因
す
る
。

一
も
皆
仰
の
形
な
り
。
さ
れ
ば
草
木
凶
土
悉
皆
成
仰
の

に
鋭
曾
し
、
組
合
聞
が
そ
れ
を
的
み
聞
か
せ
る
を
い

一一
覧
き
服
忌
か
ら
、無
限
思
の
親
篠
ま
で
や
籾
探
し
て
、
一

プ
ツ
ジ
ヨ
ウ
ジ

悌
乗
寺

雌
品
川
相
徳
惑
に
在
つ
一
形
そ
あ
ら
は
す
か
と
有
雌
L
o』
と
あ
る
o
」
ネ
プ
リ

う
た
。
二
日
制
は
、
延
貸
六
年
十
周
廿
八
日
町
奉
行
一
線
然
に
似
じ
た
も
の
で
あ
る
o

一
て
、
良
宗
mm
波
に
邸
す
ろ
。

一
イ
ジ
穏
石
。

か
ら
白
山
山
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
趣
か
見
え
、明
和
・
一

プ
ツ
ゲ
ン
ジ

悌
眼
寺

金
棚
上
新
町
に
在
っ
て
、
一

プ
ツ
シ
ョ
ウ
ジ
ジ
ヨ
ウ

僻
性
寺
妓

』

カ
ネ
マ

一

ブ
ツ
ダ
ジ

偽

陀

寺

能
安
部
仰
大
寺
〔
部
消
各
〉

安
永
の
頃
に
も
織
に
行
は
れ
た
が
、
地
政
四
年
に
は

一由
民
宗
商
波
に
印
す
る
。
明
治
十

一
日
時
寺
川
配
公
都
世
前

一
ル
ジ
ヨ
ウ

金
丸
城
。

一
に
あ
っ
て
大
内
山
と
抑制
し
た
。
本
羽
両
前
併
に
、
宗

近
来
そ
の
等
闘
に

な
っ
た
こ
と
を
資
め
ら
れ
て
厨
一
さ
れ
、
三
十
六
年
大
栄
施
片
原
町
か
ら
今
の
加
に
修

一

ブ
ツ
シ
ン
ド
ウ
カ
イ
僻
心
謹
海

石
川
郡
山
澗
一
提
出
4

は
大
都
、
餓
山
紹
阪
か
ら
制
上
の
宗
訣
そ
似
成

。
、
卒
和
三
年

・
天
保
六
年
に
も
励
行
を
促
さ
れ
、
一
っ
た
。

一
宗
大
束
寺
六
十
代
の
住
持
o
U表
制
御
地
の
人
。
穴

一
し
て
、
総
待
寺
三
代
と
な
り
、
後
-加
州
飾
陀
寺
に
住

迭
に
一
時
中
絶
し
た
の
を
安
政
三
年
再
び
初
め
、
後
一

プ
ツ
コ
ウ
ジ

偽
興
+守

江
一
泊
地
山
凶
の
東
山
則

一
水
制
一堅
守
HV

一
代
盟
一前
主
主
に
受
謀
、
後
に
長
州
功

一
し
た
と
担

L
、
叉
太
容
先
川
は
郎
氷
川
百
九
日
叫
川
附
陀
苦

闘
三
年
に
し
て
ま
た
止
ん
だ
。
御
郡
に
在
っ
て
も
同
一
に
あ
っ
た
と
い
ふ
o
江
泊
却
を
三
山
々
犯
に
、
寺
山

一
山
寺
松
作
品
に
併
法
し、

市古
川州
阪
mm
銭
信
寺

・
長
府
功
一
か
ら
撃
事
に
上
っ
た
と
あ
る
。

じ
〈
延
貸
六
年
か
ら
起
・り
、
そ
の
御
保
郡
山
町
田も
残
っ
て
い
ふ
所
に
仰
興
寺
の
跡
が
在
る
と
あ
る
。

一
山
寺
に
隠
位
し
て
、文
全
苓
終
に
大
一
査
す
に
入
り
、
一

フ
デ
ソ
メ

銭
染

郎
山
崎
州
議
問
保
に
邸
す
ろ
部

〈
ゐ
る
か
ら
、

一
時
行
は
れ
た
こ
と
は
総
資
で
あ
る
一

プ
ツ
サ
ン
カ
イ
イ
ン

備
山
海
印

金
持
山
口
制
宗

一
明
治
五
年
冬
滋
隠
の
上
衆
娯
に
長
設
L
、
官
四
年
四

一
wm
o

が
、
百
姓
を
定
時
に
集
合
せ
し
め
る
こ
と
付
閃
雌
で

一
史
問
寺
サ
四
代
の
住
持
。

生
凶
は
越
中

om政
九
年

一
月
什
七
日
寂
L
た
。

一

フ
テ
ン
レ
キ
符
天
一
泊

二
加
。
西
村
仰
向
行

フ
ツ
ー
ー
フ
ト
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